
看護学部ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

 

▼目指す人材像 

岩手県立大学の学士課程では、幅広い教養と国際感覚を備え、知識を柔軟かつ創造的に活

用して主体的に行動できる人間を育成します。県立大学の強みを生かし、地域と連携した実

践的教育を通して、産業経済、福祉医療、地域政策等の分野において専門知識を活用して課

題解決に取り組み、豊かで活力ある社会の形成に貢献できる人材を輩出することを目指し

ます。 

看護学部では、本学の建学の理念、教育の特色、教育研究上の目的を踏まえ、以下の能力

をもてる人材の育成を図ります。 

(1) 市民としてこれからの社会の発展のために課題を見出し、問題解決のために批判的に

思考し、論理的に表現できる人材（学士として普遍的・汎用的能力を備えている） 

(2) 看護職者として、ひと、文化の多様性を理解し、身体的・精神的・社会的側面から援助・

支援できる人材（看護専門職としての能力を備えている） 

(3) 卒業後は看護職としての実践を積み重ね、看護学を探究し、生涯にわたり自己研鑽でき、

看護実践を改善するリーダーとなり得る人材（更なる看護の発展に寄与できる能力） 

そして、本学学則に定める卒業要件に必要な年数以上在学し、かつ、単位を修得した学生

を、次に掲げる「学生が卒業までに身につけるべき能力」を備えた者とし、学位「学士（看

護学）」を授与します。 

 

▼学生が卒業までに身につけるべき能力 

DP1: 学びの主体者となり、クリティカルに思考し、論理的に表現できる。（課題発見・解

決能力） 

DP2: 幅広い教養を基盤として、看護を考えることができる。（幅広い教養、専門知識、社

会への関心） 

DP3: ひとの多様性を理解し、一人ひとりを尊重するかかわりができる。（専門知識、コミ

ュニケーション能力） 

DP4: 多様な場で状況に応じた看護の方法を考えることができる。（専門知識、社会への関

心、課題発見・解決能力） 

DP5: 基本的な看護技術を用いて、対象となる人へ支援することができる。（専門知識、コ

ミュニケーション能力、課題発見・解決能力） 

DP6: 看護学を探究し発展させる基盤を備えている。（専門知識、課題発見・解決能力） 

 

 

 

 



看護学部カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

 

 

▼学部の教育内容及び教育方法 

岩手県立大学の学士課程教育では、卒業認定・学位授与の方針に掲げた共通の柱及び学部

ごとに設定する能力の育成のため、基盤教育科目と専門教育科目を中心としたカリキュラ

ムを編成・実施し、学生が主体的・能動的に学ぶことができるよう、講義、演習、実習等を

適切に組み合わせた授業を開講します。 

看護学部の学士課程教育は、４つの科目群で構成され、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・

学位授与の方針）で掲げられた能力を育成するための科目が配置されています。 

CP1:「基盤教育科目」は、4学部共通の科目群で、各専門科目を積み上げていくための基盤

的学問と学びの技法としてのアカデミックスキルズを獲得することを目指します。また、

多言語を学び、多文化理解を図ります。 

CP2:「看護基礎科目」は、実践に活用できる看護専門科目を積み上げるため、かつ、人間・

社会の理解を図るための基礎知識の獲得を目指します。 

CP3:「看護基幹科目」「看護学実習」は、臨床実践に活用できる具体的な看護の知識・技術

の獲得を目指します。 

CP4:「看護統合科目」「看護関連科目」は、看護学をさらに発展させるための科目群であり、

看護専門職としての成長、また、看護学そのものを発展させていくための研究方法を学び

ます。 

 

 いずれの科目もその関連性・順序性を重視し、教育内容・方法を工夫しています。また、

学修者が自身の学びを確認できる形成的評価も適宜取り入れていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


